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〔普及の現場から〕 

井倉牧場を中心としたほ育分担システムの取り組み 

                                                新見農業普及指導センター 

 新見市内のほ育分担システムの概要 

 新見市井倉地区の和牛繁殖農家６戸

（飼育規模は５～３０頭）は、平成 11

年以降、生まれた子牛すべてを分娩後３

～５日で親牛から分離し、カーフハッチ

等で人工ほ育を実施しています。この方

式を始めてから１０年以上になり、子牛

管理技術等がほぼ確立されました。 

 この超早期母子分離技術での発育成績

は、母子同居の子牛と比較しても遜色な

いことが確認されたことから、市内で生

まれた子牛を井倉地区で人工ほ育する預

託システムを平成１５年３月からスター

トさせ、和牛の増頭への第一歩を踏み出

しました。 

  井倉地区では、ほ育から肥育もと牛づ

くりまでの８ケ月間を担当し、子牛を預

託した農家では、繁殖及び肥育に専念で

きるとともに、牛舎改造などを施し、和

牛の増頭が見込める仕組みとなっていま

す。 

 この取り組みによって、市内の子牛生

産と肥育の一貫体制が確立でき、信頼の

できる良質肉の生産に寄与しています。

また、肉用牛改良の面からも枝肉成績の

素早いフィードバックにより改良速度を

速めていくことが期待されています。 
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新見地域内での役割分担 
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井倉牧場の概要（総事業費 156 百万円） 

  井倉牧場はこれらほ育分担システムの

拠点として、草地林地一体的利用総合整

備事業の一環で整備され、平成２１年４

月から井倉地区肉用牛農家７戸により運

営がを開始されました。（代表者：清水

憲正さん） 

 施設 

  ･保育牛舎 1 等  267 ㎡    50 頭規模 

 ･育成牛舎 1 等  397 ㎡    80 頭規模 

  ･繁殖牛舎 1 等 1,186 ㎡  100 頭規模 

 ･たい肥舎１棟  345 ㎡     

 

   機械類 

 ・たい肥運搬車     2ｔダンプ 

 ・たい肥処理機     ショベルローダ 

 ・たい肥散布機   1.8ｔ 

  ・コンバインベーラ ヤンマー社製 

  ・自走式ラップマシーン  他 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

哺育舎及び育成舎 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

たい肥舎 

井倉牧場の特徴 

・市内全域で生まれた和牛子牛を生後３

～５日で受け入れ、哺育舎のカーフハッ

チで哺育 し、離乳後育成舎で市場出荷

まで飼養管理を行います。（飼養料金６

００円／日） 

・預かった子牛は、毎月１回、体重、体

高等の測定を行い、発育状況のチェック

を行って います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

哺乳する清水さん                 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

育成の状況 

 

  今後の取り組み 

 将来的には、子牛や育成牛ばかりでな

く、繁殖雌牛の受け入れにも力を入れて

いきます。 

 また、稲ＷＣＳや飼料作物の生産・収

穫調製や河川敷の草資源を有効利用する

ことで飼養コストの低減をめざします。 

 このようにして、井倉牧場は千屋牛増

頭の一翼を担ってますます活躍が期待さ

れています。 


